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長野市松代町西条 4065 発行責任者 ＰＴＡ会長 池田悌智 

 

 

 

「創造する未来」 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

また保護者の皆様、お子様が立派に成長され卒業を迎えられたことを心よりお

祝い申し上げます。 

そして、校長先生はじめ先生方、学校職員の皆様におかれましては、子供たち

をここまでの温かく時には厳しく導いてくださいましたことを、保護者を代表い

たしまして、心より御礼申し上げます。 

さて、卒業生の皆さん、三年間の高校生活はどうでしたか。コロナ禍でさまざ

まな制限がある中、三年間を過ごした先輩方の卒業と入れ替わるように入学された皆さん、新たな形

での日常を模索しながら学業やさまざまな行事を行うことが出来るようになり、一つ一つのことを先

生方や友達と話し合い実現できたことが、皆さんにとって良き思い出と学びになっていたら本当に嬉

しく思います。 

これから皆さんは、新しい生活が始まりますね。進学や就職、様々な道に進んで行きます。皆さん

の在学中に成人年齢が引き下げられました。もう皆さんは子供ではありません。世の中は高校生活の

時のように甘くないという事を強く自覚してください。これからも様々な人生の壁が皆さんの前に立

ちはだかるでしょう。 

でも安心してください。先生方や友達たちと過ごしてきた三年間でそんな壁を乗り越える基礎は身

についているはずです。困った時は周りの力も借りながら自分の力に変えて成長してください。君た

ちの可能性は未知数です、今この世の中にないものを創造することができる。そんな未来を楽しみに

しています。 

最後になりましたが、三年間の PTA 活動へのご理解ご協力頂きまして本当に感謝申し上げます。 

来年度は、開校百二十周年の節目を迎えます。滞りなく記念式典が行われますことと更なる歴史が

刻まれていくことを祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

１．校内活動 

４月 28 日（月） 会計監査 第１回三役会・理事会 

５月 24 日（土） 本校ＰＴＡ総会 

５月 30 日（金） 第２回三役会・理事会 

２月 19 日（木） 第３回三役会・理事会 

 

理事会終了後に茶道部よりお抹茶で慰労 

 

２．校外活動 

５月      第４区高等学校ＰＴＡ連合会総会 （R7本校が担当 書面にて決議）  

５月 12 日（月） 長野千曲総合技術新校再編実施計画 第７回懇話会   ＰＴＡ会長・学校長参加 

６月 １日（日） 北信高等学校ＰＴＡ連合会総会・指導者研究会           学校長参加 

６月 ５日（木） 長野県高等学校ＰＴＡ連合会総会・研究協議会           学校長参加 

７月 11 日（金）～12 日（土） 北信越高等学校ＰＴＡ連合会研究大会（福井大会）    学校長参加 

７月 19 日（土） 松代地区社会を明るくする運動住民集会              学校長参加 
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施設・厚生委員会①では、10 月４日（土）に環境整備事業として「校庭の草とり」を実施しま

した。当日は天候が心配されたものの、熱中症対策もしっかりとり、休憩をはさみつつ約２時

間余りの作業を行いました。保護者 16 名のほか、一緒に参加したご家族や、生徒会・クラブ活

動中の生徒、教職員も加わり７０名弱の参加者により、校庭の雑草は根こそぎ駆除され見違え

るようにきれいになりました。 

ご協力いただいた皆様に、あらためて感謝申し上げます。 

 

 

   

 

８月 21 日（木）～22 日（金） 全国高等学校ＰＴＡ連合会第 74 回全国大会「三重大会」学校長参加 

８月 26 日（火） 長野千曲総合技術新校再編実施計画 第８回懇話会   ＰＴＡ会長・学校長参加 

12 月 16 日（火） 長野千曲総合技術新校再編実施計画 第９回懇話会   ＰＴＡ会長・学校長参加 

 

３．委員会活動 

 

企画・文化委員会① 

７月４日(金)～５日(土) 松濤祭参観  

 

企画・文化委員会② 

７月 25 日(金) ＰＴＡ会報第 82 号発行 

３月 ３日(火) ＰＴＡ会報第 83 号発行 

 

施設・厚生委員会➀ 

10 月４日（土）環境整備事業  校庭の草とり  

 

施設・厚生委員会➁ 

10 月 16 日（木）保健協議会 講演会  

講師：高橋ピン子氏 

「生まれてきてくれてありがとう 

～大切なあなたへ、今だから伝えたいこと」 

 

生活指導委員会 

５月 23 日(金) 第 1回大英寺交通指導  一時停止及び自転車走行指導 

６月 13 日(金) SNS 講演会  講師：宮原 明人氏 「子どもとメディア信州」 

７月 11 日(金) 第 2回大英寺交通指導  一時停止及び自転車走行指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員会の活動に際しまして、ご協力ありがとうございました。 

  

松濤祭 

保健協議会 講演会 
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「自分らしく未来を切り拓くために」 

保護者の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、日頃か

ら本校の教育活動に対して温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝してお

ります。 

校内を見渡せば、生徒の皆さんが個々の目標を胸に、生き生きと学習や部活動

に打ち込む姿が目に飛び込んできます。友達と笑い合い、時には真剣な表情で難

しい課題に挑む生徒の皆さんの姿は、私たち教職員にとって何よりの喜びであ

り、活力の源です。生徒の皆さんがこうして前向きに一歩を踏み出せているの

は、学校での頑張りはもちろんですが、それ以上に、ご家庭という安心できる「心の居場所」がある

からこそだと日々感じています。 

今回は、松代高校がどのような教育を目指しているのか、そして、大人へと成長していく多感な時

期をどう支えていくべきか、改めて共有したいと思います。 

いま、私たちが生きている社会は驚くほどのスピードで変化しています。昨日までの正解が明日に

は通用しなくなるような時代において、本校は、生徒の皆さんが自分の人生を自分の力で豊かに切り

拓いていくための「人間力」を育むことを目標としています。そのために、次の２つの柱を大切にし

ています。 

① 地域に根ざした「生きた学び」 

教科書の内容を覚えるだけでなく、実際に自分たちが住む地域に飛び出し、そこに住む方々と触れ

合う活動を重視しています。実社会の課題に直接触れることで、教室の中だけでは得られない「生き

ていくための知恵」や「経験」を深めてほしいと考えています。地域の中で揉まれる経験が、視野を

大きく広げてくれるはずです。 

② 社会とつながる「双方向の授業」 

先生が一方的に話す授業ではなく、生徒の皆さんが自分自身で考え、議論し、意見を発信する「双

方向・多方向の学び」へと授業を改革しています。これからの社会で最も必要とされるのは、周囲と

協力するコミュニケーション能力や、正解のない問いに対して答えを見つけ出す課題解決力です。授

業を通して、これらの力を実践的に養っていきます。 

さて、ここからは少し視点を変えて、生徒の皆さんの「心」についてお話しします。高校時代は、

子どもから大人へと脱皮する大切な時期であると同時に、心身ともにバランスを崩しやすい「思春期」

の真っ只中にあります。自分でも理由が分からないイライラや不安に襲われたり、親の言葉が素直に

聞けなかったりするのは、成長の証でもあります。しかし、見守る大人（保護者の皆様）にとっても、

この時期の関わり方は非常に難しいものです。そこで、心療内科医の明橋大二先生が提唱されている、

思春期の子どもと向き合うための３つのエッセンスをご紹介します。 

１ 「力」で変えようとしない 

「どうして勉強しないの？」「なぜ言うことを聞かないの？」と、相手をコントロールしようとすれ

ばするほど、心は離れてしまいます。まずは大人側が「子どもを力で変えよう」という思いを手放し、

肩の力を抜くことが、良好な関係への第一歩です。 

２ 「当たり前」の中に感謝を見つける 

欠点を探すのではなく、今できていることや、その子なりに頑張っている姿を認めてあげてください。

そして「ありがとう」という言葉を日常的にかけること。こうした小さな肯定の積み重ねが、揺れ動

く時期の大きな支えになります。 

３ 「聞き上手」に徹する 

親からの指示や命令、過度な干渉は、時として子どもの口を閉ざしてしまいます。もし子どもが自分

から話しかけてきたときは、どんなに忙しくても手を止め、真剣に耳を傾けてください。自分の本音

を受け止めてもらえる経験が、深い信頼関係を築きます。 

特に大切にしたいのが、生徒の皆さんが発する「心のＳＯＳ」です。思春期の若者は、自分の苦し

さを言葉にするのが苦手です。そのため、ストレスが「頭痛」や「腹痛」といった体の症状として現

れることがよくあります。これを「気持ちの問題だ」と軽く見てはいけません。もし大人がそのサイ

ンを無視し続けると、子どもは「どうせ誰も分かってくれない」と諦めてしまいます。この「諦め」

は、大人になってからの大きな生きづらさにつながる可能性があります。 逆に、この小さなサインに 

学校長あいさつ 松代高等学校長 阿部 栄智 
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大人が気づき、真剣に向き合うことができれば、その後の人生を大きく変えるほどのポジティブな力

になるのです。 

本校が授業で育もうとしている「主体的に考える力」は、家庭という「安心して本音を言える土壌」

があって初めて、大きく花開きます。生徒の皆さんの心の声に耳を傾けるご家庭の温かさと、社会と

つながる力を与える学校の学び。この二つは、生徒の皆さんの夢を乗せて走る「車の両輪」です。ど

ちらが欠けても、まっすぐ進むことはできません。私たちは、生徒の皆さんが自分自身の足で力強く

未来へ走り出せるよう、これからも保護者の皆様と手を取り合い、全力でサポートしていきます。生

徒の皆さんの輝かしい未来のために、共に歩んでいきましょう。今後とも、本校の教育活動への変わ

らぬご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

「地域『で』探究する学びへ」 

 本年度も松代高校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。一年を振り

返ると、松高生たちの成長と、学校・家庭・地域がつながる力の大きさを改めて実感する一年となり

ました。 

朝、校舎を巡回しながら廊下の窓を開けていると向かい側の教室棟から「おはよう」と笑顔で大き

く手を振ってくれる生徒。掃除で職員室に入ってくると「今日はどこからやりましょうか」と声をか

けてくれる生徒。お昼、購買の列に並んでいると「これから入試で先生たち忙しくなりますね。頑張

って」と声をかけて順番を譲ってくれる生徒。日々の学校生活の中で多くの温かい姿を見せてくれる

松高生。こうした何気ない行動が、松代高校の校風をつくり、学校全体を支えてくれています。本年

度、松高生のこうした姿は校内だけでなく地域とつながり、興味関心を校外へと広げるチャンスへと

発展していきました。 

「地域連携協働室」が開設され、コーディネーターが配置されたことで、地域と学校のつながりが

さらに深まりました。「遊學」をテーマにした探究活動では、生徒たちが地域に出向き、人と出会い、

体験を通して学びを深める姿が多く見られました。地域「を」調べる段階から、地域「で」探究する

段階へ。松代という地域そのものを学びのフィールドとして活用し、実践的な探究力を高める取り組

みが大きく進んだ一年でした。 

生徒会を中心に進められた高校魅力化「take（竹）happy project」は、生徒たち自身が試行錯誤

を重ね、校内外で広がりを見せました。松代地区の小中学校との制作交流も実現し、学校同士がつな

がり、地域がつながり、地域全体で子どもたちを育てる循環が、本校120周年に向けて生まれつつあり

ます。また、そうした成果を自ら言語化し、発信する姿が見られ、松高生が持つ可能性を強く感じて

います。マイプロジェクト長野サミットで一人でも堂々とプレゼンする生徒の出現。総合探究学習発

表会では、地域の皆さんをアドバイザーとしてお招きし、全校生徒が学年の枠を超えて、自らの学び

を堂々と発表し合う姿も見られました。一方、先生たちも自分たちの教科学習を発展させ、教室を飛

び出した授業を工夫しました。地域資源を活かして青垣公園のプールを利用したり、期日前投票所を

設置するだけでなく地域の方々と意見交換しながら主権者教育を深めたり、地域の伝統文化を継承す

るために地域の方々のお力をお借りして餅つきを行ったり、生徒が主体的に「自分事」として学べる

場をコーディネートしている先生たちの頼もしい姿もあります。 

 こうした本校の学びが地域と共に豊かに広がっていく根っこに

は、交通安全指導等の見守り活動や学習環境整備事業への参加、

命を守るための講演会の実施等があります。多方面からの連携を

通して生徒たちの学びと成長を支えて下さる保護者の皆さまの温

かいご協力があってこその PTA 活動なのだと改めて深く感謝申し

上げます。来年度は、活動の見直しや情報発信の工夫に努め、誰

もが気軽に意見を寄せられる場づくり、生徒がより一層、地域で

学びを深化させていける環境づくりを共に創っていただけるよ

う、引き続きよろしくお願いいたします。  

  

学校より 松代高等教頭 山口 雅子 

新聞各社の取材を受けました  



長野県松代高等学校ＰＴＡ会報83号 

- 5 - 

 

 

 

 

〈クラブ活動〉（2～3学期） 

男子バスケットボール 

選手権大会北信予選会   松代 ● － 〇 篠ノ井 

北信新人大会       松代・屋代南 ● － 〇 市立長野   

女子バスケットボール 

選手権大会北信予選会   松代・屋代南・更科農業 ● － 〇 長野日大 

北信新人大会       松代・屋代南・更科農業 ● － 〇 文化学園長野  

男子バレーボール   

選手権大会北信予選会   1 回戦 松代・長野西 〇 － ● 飯山 

              2 回戦 松代・長野西 ● － 〇 須坂創成 

女子バレーボール 

北信新人大会       1 回戦 松代・長野東 〇 － ● 長野南 

              2 回戦 松代・長野東 ● － 〇 長野西 

サッカー    

選手権大会長野県大会   松代 ● － 〇 諏訪清陵 

北信新人大会       松代・飯山 ● － 〇 長野東 

陸上競技   

北信新人大会       男子個人 成沢 尚希 1500ｍ   ４位 

女子個人 酒井 愛生 走高跳   ７位 

県新人大会        男子個人 成沢 尚希 1500ｍ   １３位 

女子個人 酒井 愛生 走高跳   記録なし 

硬式野球 

 全国高等学校選手権長野大会    東北信連合 ● － 〇 松本蟻ケ崎 

 北信越地区長野県大会北信予選会  東北信連合 〇 － ● 長野東 

東北信連合 ● － 〇 篠ノ井 

柔道 

北信新人大会  団体試合Ⅱ部 2 位 

男子個人 60 ㎏級 市川智也 １位、100 ㎏級 曽根翔富 ２位 

県新人大会   団体試合Ⅱ部 ３位 

男子個人 60 ㎏級 市川智也 ベスト８、100 ㎏級 曽根翔富 初戦敗退 

選手権大会北信予選会 男子個人 60 ㎏級 市川智也 １位、無差別級 曽根翔富 ３位 

県選手権大会  男子団体３人制 優勝 

男子個人 60 ㎏級 市川智也 ベスト８、無差別級 曽根翔富 初戦敗退 

剣道 

北信新人大会（本校会場） 男子団体戦 ５位 

県新人大会             男子団体戦 １回戦敗退 

 

 

弓道 

北信新人大会   男子団体 24 射４中  

          男子個人 宮澤志音、八重澤鋸憂、髙山楽 一回戦敗退 

女子個人 平林香奈 一回戦敗退、 中澤心美 二回戦進出  

令和 8年第 80回青森国民スポーツ大会弓道競技少年の部 

 長野県少年男女強化指定選手一次選考会 

中澤心美 長野県少年男女「国スポ強化指定選手」認定 二次選考会 進出 

バドミントン  

北信新人大会 男子学校対抗予選 松代 ● － 〇 長野俊英 

男子ダブルス   杉田夢和途・西岡悠人ペア ２回戦進出  

男子シングルス  ２回戦進出ならず 

生徒たちの活躍  
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美術展講評 

 

連絡茶会 

 

 

吹奏楽  

文化祭演奏 

ミュージック 

ながの高校生バンドコンテスト 出場 

長野県高文連軽音楽専門部県フェスティバル 出場 

美術  

長野県高等学校美術展 出品 

茶道 

学校茶道連絡茶会 参加 

商業 

栄村トマトプロジェクト 収穫活動 

デパートゆにっと 販売活動  

川中島フェスティバル 販売活動 

長商デパート 商品販売 

高校生探Ｑフェスティバル ＣＭ撮影・商品販売 

北信越教頭会商品版売 

ＡＢＮ主催クリスマスマーケット 商品販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

  9/6 デパートゆにっと     10/25 長商デパート    1/31 バレンタインスイーツ 

 

 

 

 

〈生徒会活動〉（2～3学期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業部 各種イベントでの販売実践 

松代高校主力商品 

●10月より、２年生を中心とした新

体制になりました。 

 生徒会では、校内での活動はもち

ろんですが、郊外を飛び出し、積極

的に地域との交流を進めています。 

 今年度も、「松代藩真田十万石ま

つり」や松代大橋の清掃活動に参加

しています。また、生徒の代表とし

て県内の高校生と交流や、県議会議

員さんとの意見交流会にも参加しま

した。 

 「take（竹）happy project」で

は、松代地区内の松代中学校・豊栄

小学校との交流も実現しました。 
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〈授業で・探究活動で〉（2～3学期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    筝の演奏       幼児のお弁当作り         浴衣の着付け 

 

   主権者教育プロジェクト      読書週間           餅つき体験 

 

 

 

１学年 第 2回松代ぶら散歩  

 

３学年 総合探究「遊学のまち松代を遊ぶ」 

 

総合探究 学習発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業風景 

探究活動～総合探究・課題研究 



長野県松代高等学校ＰＴＡ会報83号 

- 8 - 

 

２学年インターンシップ １学年進路ガイダンス 

１学年進路研修 

 

地域連携協働室オープ

ン 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

  

進路活動 

３年商業科 課題研究発表会 

２学年 修学旅行 

★「地域連携協働室」稼働しました★ 

生徒の探究的な学びを広く地域と繋げるために開

設されました。来年度はさらに活動を広げていき

ますので、保護者の方からもよい企画がありまし

たらお寄せください。 
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保護者の皆様には日頃より本校の進路指導にご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

本年度の３年生の進路状況は下記の資料の通りです。民間企業への就職の内定者は 30 名（2 月 20 日

現在 32.9％）となっており、製造職を中心に内定をいただいています。昨年度末の長野県全体の高卒

求人倍率は 3.12倍、北信地区は 3.81倍で一昨年度よりもそれぞれ低下しています。今年度の北信地区

では10月末の求人数は 4.25倍と、他地区に比べかなりの高倍率になっています。業種・職種にもより

ますが、依然、就職しやすい状況は続いています。また、ニュースで話題にもなっていますが、物価

高や働き方改革、人手不足などの影響もあり、高卒求人でも給料面や休日数などの見直しがされてい

ます。就職先を考えるときに、「大手だから」という理由だけでなく、何を重視して企業や職種を選

ぶのかしっかり考えることが大切です。 

公務員は毎年合格者を出しており、今年度は１名が自衛隊に合格しました。本校では5月より放課後

毎月1回、公務員対策講座を行っています。合格者のほとんどが、毎年こうした公務員対策講座に参加

して結果を出しています。 

進学については、四年制大学 11 名合格、短期大学３名合格、専門各種学校 44 名合格となっています

（2 月 20 日現在）。ほとんどが学校推薦型選抜や総合型選抜、AO 入試などの年内入試を利用しての受

験でした。進学の推薦においては、１年生からの欠席や遅刻・早退数、学習成績の状況（評定平均値）

や生活態度などで校内選考基準をクリアする必要があります。そのためには、普段からしっかりとし

た高校生活を送ることが合格への何よりの近道となります。また、クラブ活動や生徒会活動、ボラン

ティア活動など高校３年間でどのようなことに力を入れて活動してきたか、総合的な探究の授業でど

のようなテーマを持って取り組んできたか自分の言葉でしっかりと語ることができることも重要です。 

加えて、学校推薦型選抜、総合型選抜ともに小論文や記述試験、事前レポートの提出、プレゼンテ

ーションなど、各自の知識や意欲、実績をみる試験が課せられることがあります。そういう試験に対

応できるように早いうちから対策する必要があります。大学・短大および看護医療系を志望する場合

は、１年生のうちから計画的に模試などを受験することと、進学先に関して意欲的に調べることが大

事です。 

進路指導係としては、来年度も様々な形でのキャリア教育の充実を図っていきたいと考えています。 

１・２年生の皆さんには、もう一度自分の生活を見直してもらい、自分が今やらなければいけないこ

とは何かを真剣に考えてもらいたいと思います。保護者の皆様にも、お子様の進路実現に向けて、今

一度、学校生活を親子で振り返る機会を持っていただき、アドバイスやお力添えをお願いしたいと思

います。 

最後に、卒業生の皆さん、ここ数年で経済や社会は大きく変化しました。「人生100年時代」と呼ば

れる時代を迎え、働き方や生き方、学びへの価値観も多様化しています。転職もキャリアアップのた

めとイメージが変わりつつあります。皆さんも世の中の変化に合わせて迅速に自らを変えていくこと

が必要です。言われたことを従順にこなすだけでなく、変化を恐れず、変わり続けることができる人

が求められています。変化に対応できるよう、自ら学ぶ習慣をつけていきましょう。皆さんのこれか

らの健闘を祈ります。  

 

（１）進路概要（希望数） 

 

 

四年制大学 短期大学 各種専修学校

男子 15 3 1 5 0

女子 13 1 1 6 0

男子 31 3 0 12 0

女子 32 4 1 21 0

男子 46 6 1 17 0

女子 45 5 2 27 0

家居・
その他

28
6 0

5

学科 卒業生徒数
進学

就職 公務員

0

5 1

合　計 91
22 0

10 1

普通科 63
16 0

商業科

令和７年度 進路状況 進路指導主事 宮島 秀紀 
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（２）進路先一覧 ※進路先については、未決定者を含まず              令和８年２月 20日現在 

①四年制大学（合格者） 

②短期大学（合格者） 

③各種専修学校（合格者） 

④就職（民間企業） 

⑤就職（公務員） 

⑥その他 

佐久大学【人間福祉学部】（１）/ 清泉大学【人文社会科学部】（２）/ 長野保健医療大学

【看護学部】（１）/ 松本大学【教育学部】（１）・【総合経営学部】（２）/ 千葉商科大

学【商経学部】（１）・【総合政策学部】（１）/ 二松學舍大学【文学部】（１）/ 広島経

済大学【経済学部】（１） 

 

松本大学松商短期大学部【商学科】（１）/ 上田短期大学【総合文化学科】（２） 

上田情報ビジネス専門学校【総合ビジネス科】（１）・【情報システム科】（２）/大原ビジネ

ス公務員専門学校 長野校【医療事務コース】（２）・【経理ビジネスコース】（１）・【国家

公務員地方初級コース】（１）/ 岡学園トータルデザインアカデミー【イラストデザインコー

ス】（１）・【グラフィックコース】（１）/ 佐久総合病院看護専門学校【看護学科】（１）

/ 三条看護・医療・歯科衛生専門学校【歯科衛生士学科】（１）/ 信州スポーツ医療福祉専

門学校【介護福祉学科】（１）/長野医療衛生専門学校【看護学科】（１）/ 長野救命医療専

門学校【柔道整復師学科】（１）/ 長野県工科短期大学校【システム制御学科】（１）/ 長

野県福祉大学校【保育学科】（１）/長野自動車大学校【一級自動車整備科】（１）・【二級自

動車整備科】（１）/ 長野情報 ITクリエイター専門学校【情報 IT 系システム開発コース】

（３）/ 長野調理製菓専門学校【調理製菓学科】（２）/ 長野ビジネス外語カレッジ【国際

コミュニケーション学科】（１）/ 長野理容美容専門学校【美容学科】（４）【美容学科（通

信制）】（１）/ 文化学園長野保育専門学校【保育学科】（２）/ 国際ビューティモード専

門学校【ヘアメイク学科】（１）・【ビューティプロデュース科】（１）/ 国際ペットワール

ド専門学校【総合動物看護・大学科】（１）/ 中日美容専門学校【美容学科】（１）/ 東京

医薬看護専門学校【看護学科】（１）/ 日産栃木自動車大学校【一級自動車工学科】（１）/ 

日本外国語専門学校【アジア・ヨーロッパ言語科】（１）/ 日本工学院八王子専門学校【スポ

ーツトレーナー科・２年制】（１）・【デザイン科】（１）・【ネットワークセキュリティ

科】（１）/ 新潟コンピュータ専門学校【ｅスポーツ科】（２） 

亜細亜印刷株式会社【印刷総合職】（１）/ 市川総業有限会社【公共工事中心の土木作業スタ

ッフ】（２）/ 株式会社 一城 南部営業所【２.４ｔ車運転手】（１）/ 稲垣建築【大工】

（１）/ 株式会社 ENEOS ウィング 信越支店【接客・販売・整備】（１）/ カヤバ株式会社

長野工場【技能職】（１）/ 新光電気工業株式会社【組立、機械加工・保全、メッキ、検査要

員】（１）/ 株式会社 スターツリゾート 信州の湯 清風園【旅館業全般（接客、館内運営、

調理）】（１）/ セルフ・エー株式会社 Self‐A‐CPF 上田【その他】（１）/ 第一建設工

業株式会社 長野支店【施工管理業務】（１）/ 株式会社 竹内製作所【機械加工作業】

（４）/ 直富商事株式会社【資源物・廃棄物の回収作業スタッフ】（１）/ 長野愛知電機株

式会社【製品組立及び検査】（２）/ 株式会社 長野エーコープサプライ【葬祭スタッフ】

（１）/ 長野電子工業株式会社【製造技能職】（１）/ 日本郵便株式会社 信越支社【郵便

局員（窓口）】（１）/ 株式会社 FUTUREANTIQUE 【服飾及び雑貨の販売・生活関連雑貨の販

売】（１）/ 不二越機械工業株式会社【製造技能職】（１）/ 株式会社 ホテルメトロポリタ

ン長野【ホテル業務全般】（２）/ ヤマグチ工業合同会社【現場作業員】（１）/ ヤマハロ

ボティクス株式会社 長野事業所【製造職】（３）/ 林業笠原造園株式会社【現場作業員】

（１） 

 

航空自衛隊【自衛官候補生】（１） 

進路活動継続中（２月 20日現在）（２） 
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「素直に、丁寧に生きること」    ３年１組担任 中澤 涼子 

 卒業生ならびに保護者のみなさま、ご卒業おめでとうございます。 

 特に保護者のみなさまにおかれましては、無事にこの日を迎えら

れたこと、心よりお喜び申し上げます。 

 私は、１年次担任の松野から引き継ぎ、縁あって２年次より担任

として関わらせていただきました。至らぬ点も多く、不安や不満も

あったかと思います。保護者のみなさまには、どんな場面でもお子

様を励まし、支えていただき、卒業まで見守っていただいたこと、感謝申し上げます。 

 学校現場もそうですが、一人ですべてを完璧にこなすことは難しい。必ずバックアップがあり、手

を貸してくれたり、見守ってくれる存在があって、私たちは生きていると思います。そんな存在に気

づき、素直に「ありがとう」といえる、そんな人にみんながなれたら、どんな場面であろうと、穏や

かで安心して過ごせるのではないかと、いつも思っています。 

 卒業生のみなさん、どこへ行っても、どんな時も、感謝の気持ちを忘れずに。言葉にすることも忘

れずに。そして、決して投げやりにならずに、丁寧に生きましょう。 

 

「卒業に寄せて」                         ３年２組担任 関屋 輝 

 生徒の皆さん、保護者の皆様、この度はご卒業おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

また、三年間という長きにわたり、二組の学級経営に多大なるご理解とご協力をいただきましたこと、

深く感謝いたします。 

 私は教員として、初めてクラス担任を受け持ちました。今思い返せば、右も左もわからない中で必

死に駆け抜けた三年間でした。正直なところ、毎日が不安で「これでいいのだろうか」と悩み続けま

した。また、私の未熟さゆえに至らぬ点も多く、時には配慮に欠けた言動で生徒の皆さんを傷つけて

しまったこともあったかと思います。しかし、それでも三年間担任を務めあげることができたのは、

保護者の皆様、松代高校の先生方、そして何より、生徒の皆さんの支えがあったからです。今まで関

わってくださった全ての皆様に、感謝の気持ちでいっぱいです。 

 さて、二組の皆さん。いよいよ卒業ですね。今日を迎えるまでには、楽しいことだけでなく、辛く

悲しいこともあったでしょう。それらを乗り越えてこられたのは、君たちを支えてくれた周りの人た

ちのおかげです。それは家族であり、先生方であり、あるいは友人たちであったことと思います。ま

ずはそういった方々への感謝を、これからも胸に刻んで歩んでください。 

 そして、皆さんはこれから大人の仲間入りをします。そこで皆さんの考える「大人」とはどんな人

ですか？私は、「子ども時代に受けてきた恩を、次の世代に還元していける人」と考えます。親から

子へ、先輩から後輩へ。社会はそうやって受け継がれて成り立っています。そこに損得勘定はありま

せん。きっと今まで皆さんを支えてくれた人たちも、見返りを求めていたわけではないはずです。無

償で次の世代を支える側に立てる人こそ、真の意味での「大人」なのだと思います。一朝一夕になれ

るものではありませんが、いつの日かそんな大人になってくれることを願っています。 

 最後に、保護者の皆様におかれましては、至らぬ私を温かく見守り続けてくださいましたことに、

改めて深く感謝申し上げます。大切なお子様をお預かりできたことは、私にとってかけがえのない財

産です。 

 そして二組の皆さん。いつか皆さんが誰かの支えとなり、受け取った恩を次の世代へと繋いでいっ

てくれることを信じています。 

二組の担任になれて本当に幸せでした。卒業おめでとう。 

 

「十八歳の地図」                         ３年３組担任 大野 茜 

生徒の皆さん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。保護者のみなさまにおかれましては、

三年間の本校の教育活動への多大なるご理解とご協力をいただきまことにありがとうございます。 

 つい先日ある家庭にお電話することがありました。その際保護者の方から「先生、あと少しだから

ね。もうひと頑張りだからね。」と声をかけていただきました。その言葉で卒業式の日が近づいてい

卒業に寄せて  
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るのだと実感すると同時に、こうした保護者の皆様からのあたたかなお言葉が、苦しかったときの心

の支えになっていたと思っています。 

三月で担任としての私の業務は一つの区切りを迎えます。しかし生徒、また保護者の皆様の人生は

これからも続いていきます。私は、高校時代に学ぶことは多いかもしれませんが、社会に出てから学

ぶことも沢山あると思っています。例えば、高校時代は勉強ができて先生から怒られたことなんか無

かった人が、社会に出てからとんでもなく怒られることはあると思いますし、高校時代に頑張ったこ

とがないという人が、就職後は見違えるように人一倍働いて、周囲からいい評価をもらい自信をもっ

て活躍している、などということもよく聞きます。これまでは周囲の大人が描いた道標に従ってきた

生徒のみなさんが、自分で選択し、自己決定できるスタート地点に立てたことは本当に喜ばしいこと

です。どうか様々な価値観と出会い、ゆるぎない自分を確立していってください。保護者のみなさま

には、今ほど近い距離ではなくなるかもしれませんが、そうした彼らの成長していく姿を変わらずあ

たたかく見守っていただければ幸いです。 

 

「卒業に寄せて」            ３年 1組 伴野 和恵 

 三年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 期待を胸に踏み出した高校生活。あれから三年が経ち、もう卒業で

す。この三年間、色々な経験をした事でしょう。勉強の大変さに苦し

んだり、部活動に励んだり、友達関係に悩んだり。でもその一つ一つ

が成長させてくれたのだと思います。先生方や友達に支えられてここ

まで来られた事を忘れないで下さい。 

 今皆さんは、それぞれの新たなスタートラインに立っています。この先何があっても、自分の行動

に責任を持ち、前向きにワクワク・ドキドキしながら一歩一歩進んで行って下さい。応援しています。 

 最後に、先生方には本当にお世話になりました。支えてくださったすべての皆様に感謝申し上げま

す。 

 ありがとうございました。 

 

「卒業に寄せて」                          ３年２組 木内 玲子 

 ご卒業おめでとうございます。この日を迎えるまで、悩んだり迷ったりする事が多々あったと思い

ます。それも自分なりに向き合い頑張る姿を見てきました。高校生活を通して勉強だけでなく、人と

のかかわり方や自分の気持ちとの向き合い方など、色々な事を学んだと思います。 

 これから新しい環境の中で不安や困難な事もあるかもしれません。しかし今まで苦悩し努力してき

た自分に、自信を持って色々な事に挑戦する勇気を出して頑張ってほしいと思います。どんな道を選

んでもこれからの人生があなたらしく充実した人生となるよう願い、ずっと応援しています。 

 三年間、親身になってご対応いただいた先生方、お世話になりました皆様方に、心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。 

 

「卒業に寄せて」                          ３年３組 湯本 実花 

 三年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 我が娘は松代高校での三年間を通じて、多くの学びと成長を経験しました。友人と切磋琢磨しなが

ら、部活動や勉強に励む姿は、親として誇りに思います。粘り強く努力し続ける姿勢は、これからの

人生において大きな財産となるでしょう。先生方やクラスメートの皆様には温かく見守り、支えてい

ただき心より感謝申し上げます。娘はこの高校で得た経験を胸に、新たなステージへと進んでいきま

す。卒業生の皆様、どうぞこれからも夢と希望を胸に、素晴らしい人生を歩んで下さい。 

 

 

 

 

 ここにＰＴＡ会報第 83 号を発行することができました。寄稿していただいた方々に感謝申し上げま

す。第 83 号は令和７年度の後期をメインに編集しました。来年度は創立１２０周年を迎えますので、

ますます本校が注目されることでしょう。生徒たちのさらなる活躍が楽しみです。 

編集後記  


